
【主な症状】（突然の）38℃以上の発熱、頭痛、関節・

筋肉痛、咳、だるさ、咽頭痛、鼻汁・鼻づまりなど。

【病原体】インフルエンザウイルス（主にA型とB型）

【潜伏期間】1～3日 ： 【罹病期間】約1週間

【治療法】薬の用、安静と休養。

十分な水分と栄養摂取を心がける事。

高熱が続く、意識状態が悪い、呼吸

が苦しい等の症状があれば早めに医

療機関を受診し治療を受ける事が大

切です。

D A T A

感染ルート (接触感染)(飛沫感染)

感染予防：3原則を心がけて

①十分な栄養と休養

②適度な温度と湿度を保つ

③マスク着用と手洗いうがい

日常生活においても人ごみや繁華街への外出を

控える事が大切です。また喉の粘膜が乾燥する

とウイルスの侵入を防ぐ機能が低下します。部

屋の湿度を適度に保つようにしましょう。

秋晴れの清々しい季節が続きます。

デイサービスセンター女の都では

利用者様達と一緒にお花見へ行き

ました。

あたり一面に咲き誇る彼岸花に、色とりどりに揺れる沢山のコスモス。

11月は紅葉見学へ行きます。

紅葉を楽しみながら、林の中をお散歩してみませんか？

今月のデイサービスセンター女の都も、思う存分満喫してくださいね。


